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(序) 
高周期 14族化合物の化学において、多重結合化合物は重要な研究テーマの一つとなっている。代表的な
化合物である Si-Si 二重結合化合物ジシレンはオレフィン類に比較して高い HOMO 準位と低い LUMO 準
位を有する。このため、可視部に吸収を示
す事や、求核剤や求電子剤との高い反応性
が知られている。ジシレンの合成法として
は主にシリレンの二量化やハロシラン類
の金属試薬による還元的縮合が用いられ
ている。 
現在ではこれを発展させ、共役型ジシレンの研究がされるようになり、1, 3－ブタジエン型の共役ジシレ
ン化合物や、ジシレンとベンゼン環の共役した化合物の合成が報告されている。これらは、ハロシラン類の
金属試薬による還元的脱ハロゲン反応やシリルリチウム化合物を用いたカップリング反応で合成されてい
る。 
これに対して本研究では、新規共役型ジシレンの合成を目標として、2個のトリシラニル部位を有する化
合物 1, 2 の合成を行った。この化合
物は分子内に 2 個のシリレンを発生
させることができるため、それぞれを
他のシリレンと結合させることによ
りジシレン結合を形成できると考え
られる。今回、化合物 1, 2 の光反応
について検討を行った。これとあわせ
て、より温和な条件でシリレンを生成することのできる前駆体として、シラシクロプロパン類について研究
したのであわせて報告する。 
(実験及び結果) 
 化合物 1, 2は、それぞれ 4, 4’-ジブロモビフェニル、p-ジブロモベンゼンに対し、対応するトリクロロシ
ランを反応させたのち、金属マグネシウムとクロロトリメチルシランを用いた還元的カップリング反応によ
って合成した。 
 得られた化合物 1, 2 をシリレン捕捉体共存下で低圧水銀灯を用いて光反応を行ったところ、化合物 2 か
ら分子内に 2個のシリレンが捕捉された化合物が得られた。(Scheme 1) 
 続いて、化合物 2の光化学的な共役系ジシレン分子合成を検討した。2をシリレン前駆体としてトリシラ
ン共存下で光照射を行った。しかしながら、目的とした共役系ジシレンは得られなかった。(Scheme 2) 
 シラシクロプロパン類のシリレン生成については、シラシクロプロパン 3, 4 を合成し、シリレン生成に
ついて検討を行った。 
 化合物 3, 4について、低圧水銀灯を
用いて低温マトリックス法によるシリ
レン観測を行ったところ、対応するシ
リレンに帰属されるピークが観測され
た。 
また、3, 4についてシリレン捕捉体存
在下、高圧水銀灯により光照射を行っ
たところ、シリレン捕捉体が得られた。
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